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第15回関西国際空港自衛消防総合訓練の実施について

関西国際空港では、全国秋の火災予防運動（平成20年11月9日（日）～11月15日（土））

にあわせ、関空展望ホール「Sky View」において、泉佐野市消防本部と合同で第15回関西

国際空港自衛消防総合訓練を下記のとおり実施いたします。

今年度は、緊急地震速報発表時の初動対応についての検証を目的とした震災訓練も併せ

て実施します。

記

１．訓練の目的

消防法第8条に基づき、関空展望ホール「Sky View」に勤務する関係者（以下「展望

ホール従業員」という。）が、初期消火、通報および避難誘導の総合訓練を実施するこ

とにより、火災発生時の在館者の安全確保に必要な活動の習熟を図るとともに、防火

管理担当者だけでなく、展望ホール従業員全員の災害に対する意識、防災行動力をよ

り一層向上させることを目的とします。

２．訓練日時及び場所

(1) 訓練日時 平成20年11月11日（火）9時00分～10時00分

(2) 訓練場所 関空展望ホール「Sky View」

３．訓練参加者

(1) 自衛消防訓練

① 関西国際空港（株）

② 関空展望ホール運営事業者

③ 東亜警備保障（株） 参加者 約40名

④ 関西国際空港施設エンジニア（株） 消防車両 7台

(2) 消防訓練

① 泉佐野市消防本部

② 関西国際空港㈱空港消防隊

４．訓練想定の概要

関西国際空港で震度6弱の訓練地震が発生。緊急地震速報（館内放送）を受けて展望

ホール従業員が初動対応を実施。その後、エントランスホール3階飲食店厨房およびメ

インホール1階電気室から訓練火災発生。メインホール1階電気室からの訓練火災につ

いては自衛消防隊による初期消火により鎮圧したが、エントランスホール3階飲食店厨

房については自衛消防隊による初期消火を行ったものの、延焼拡大により避難誘導を

実施する。



５．訓練内容

(1)震災訓練

①緊急地震速報運用訓練（館内放送、初動活動訓練）

(2)自衛消防訓練

① 通報連絡訓練（119番通報、非常放送）

② 初期消火訓練（消火器・補助散水栓）

③ 避難誘導訓練

④ 安全防護訓練

⑤ 消防設備・防災設備作動訓練

(3) 消防隊訓練

① 消火活動訓練

② 逃げ遅れの救助訓練（はしご車による救助訓練があります。）（※1）

(4)消火器取り扱い説明、粉末消火器による消火訓練

(5)スモーカー（煙発生器）（※2）による煙体験

※1強風の場合、はしご車による救助訓練は中止する場合があります。

※2煙発生器は、消防訓練用に疑似煙（人体には無害）を発生させる機械です。

なお、見学展望ホール以外の施設においても以下の日程にて自衛消防訓練を実施いたし

ます。

●エアロプラザ 平成20年11月11日（火）15時00分～16時00分

●旅客ターミナルビル 平成20年11月12日（水）10時00分～11時00分

●空港駅・立体駐車場 平成20年11月13日（木）10時00分～11時00分

●航空会社ビル 平成20年11月26日（水）10時00分～12時00分

●国際貨物地区 平成20年11月26日（水）14時00分～15時00分

●関西国際空港会社ビル 平成20年11月28日（金）10時00分～11時00分

※消防訓練の日時については、火災事案等があった場合は変更または中止する場合

があります。

ホームページ http://www.kansai-airport.or.jp


